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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成22年4月15日(2010.4.15)

【公表番号】特表2009-529601(P2009-529601A)
【公表日】平成21年8月20日(2009.8.20)
【年通号数】公開・登録公報2009-033
【出願番号】特願2008-558884(P2008-558884)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｆ   8/30     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ  20/40     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ   4/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｆ   8/30    　　　　
   Ｃ０８Ｆ  20/40    　　　　
   Ｃ０８Ｆ   4/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成22年2月23日(2010.2.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
１つ又は複数の糖であるペンダント側基を有するポリマーを製造する方法であって、
（ｉ）（ａ）保護基で保護されてもよいアジド基、又は（ｂ）保護基で保護されてもよい
アルキン基で官能化されるオレフィン性不飽和モノマーを、リビングラジカル重合、最も
好ましくはＲＡＦＴ、遷移金属媒介リビングラジカル重合（ＴＭＭ－ＬＲＰ）及び／又は
原子移動ラジカル重合によって重合して、ポリマー中間体を生成すること、
（ｉｉ）存在する場合には、前記ポリマー中間体から保護基の総数の少なくとも一部を除
去すること、及び
（ｉｉｉ）前記ポリマー中間体を、（ａ）アルキン基又は（ｂ）アジド基で各々官能化さ
れた少なくとも１つの前記ペンダント側基部分と反応させて、該アルキン基及び該アジド
基が反応し該ペンダント側基を該ポリマー中間体に結合させること、
を含む、方法。
【請求項２】
前記モノマーが、保護基で保護されてもよいアルキン基を含み、且つ前記ペンダント側基
がアジド基を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
少なくとも１つの糖がＮ－アセチル化されている、請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
前記オレフィン性不飽和モノマーが、１つ又は複数の官能基で官能化されてもよい１つ又
は複数の異なるオレフィン性不飽和モノマーと共重合される、請求項１～３のいずれか一
項に記載の方法。
【請求項５】
前記官能基が、標識基、ポリアルキレングリコール及び薬剤から選択される、請求項４に
記載の方法。
【請求項６】
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工程（ｉｉｉ）中の前記ポリマー中間体が、（ａ）アルキン基又は（ｂ）アジド基で各々
官能化された２つ以上の異なるペンダント側基部分と反応する、請求項１～５のいずれか
一項に記載の方法。
【請求項７】
工程（ｉｉｉ）中の前記ポリマー中間体が、前記ペンダント側基、及び（ａ）アルキン基
又は（ｂ）アジド基を各々含む１つ又は複数のさらなる官能性化合物と反応する、請求項
１～６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
前記ペンダント側基又は前記官能性化合物が、標識基、ポリアルキレングリコール基又は
薬剤を含む、請求項６又は７に記載の方法。
【請求項９】
前記オレフィン性不飽和モノマーが、付加重合を受け得るオレフィン性不飽和部分を有し
、且つ１つ又は複数の官能基を含んでもよい線状、分枝状又は星形の置換又は非置換モノ
マーである、請求項１～８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１０】
検出可能な基又は好ましくは、タンパク質又はポリペプチドである生体分子と結合し得る
基を有する開始剤の使用を含む、請求項１～９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１１】
前記ペンダント側基が糖であり、該糖が、グルコース、グルコサミン、ガラクトース、ガ
ラクトサミン、マンノース、ラクトース、フコース、及びそれらの誘導体、例えば、シア
ル酸、ノイラミン酸、Ｎ－アセチルガラクトース及びＮ－アセチルグルコサミンから選択
される、請求項１～１０のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１２】
（ｉｖ）前記ポリマーと結合する前記ペンダント側基が、さらに反応して誘導体化された
前記ペンダント側基となる、請求項１～１１のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１３】
前記ペンダント側基が糖であり、該糖が、キラル化合物と反応することによって誘導体化
される、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
請求項１～１３のいずれか一項に記載の方法によって生成されるポリマーを含むクロマト
グラフィカラムを準備する工程をさらに含む、請求項１～１３のいずれか一項に記載の方
法。
【請求項１５】
請求項１～１４のいずれか一項に記載の方法によって得られるペンダント側基を有するポ
リマー。
【請求項１６】
１．５未満の多分散度指数（Ｍw／Ｍn）を有する、請求項１５に記載のポリマー。
【請求項１７】
１．５未満の多分散度指数（Ｍw／Ｍn）を有する、一つ又は複数の糖である基を含む複数
のペンダント側基を含む、ペンダント側基を有するポリマー。
【請求項１８】
２つ以上の異なるペンダント側基を含む、請求項１５～１７のいずれか一項に記載のポリ
マー。
【請求項１９】
検出可能な側基又は末端基をさらに含む、請求項１５～１８のいずれか一項に記載のポリ
マー。
【請求項２０】
タンパク質、ポリペプチド、核酸、炭水化物又は脂肪から選択される生体分子と結合し得
る基をさらに含む、請求項１５～２９のいずれか一項に記載のポリマー。
【請求項２１】
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ポリアルキレングリコール及び薬剤から選択される官能基を含む、請求項１５～２０の
いずれか一項に記載のポリマー。
【請求項２２】
前記ポリマーに結合した状態の、開始剤から得られる原子又は基と、該ポリマー上の別の
位置に存在する、該開始剤の化合物の残渣とを含む、請求項１５～２１のいずれか一項に
記載のポリマー。
【請求項２３】
キラル基で誘導体化されるペンダント糖部分を含む、請求項１６～２２のいずれか一項に
記載のポリマー。
【請求項２４】
請求項１６～２３のいずれか一項に記載の複数のポリマーを含む種々のポリマーのライブ
ラリであって、各種ポリマーが、ペンダント側基、ペンダント側基の様々な量及び／又は
種々のペンダント側基の様々な比率によって異なる、種々のポリマーのライブラリ。
【請求項２５】
請求項１５～２３のいずれか一項に記載のポリマー、又は請求項２４に記載のライブラリ
を含む、糖－レクチン結合又は細胞表面結合用の検査キット。
【請求項２６】
前記ポリマーが有機担体又は無機担体と結合している、請求項１～２５のいずれか一項に
記載の方法、ポリマー又はライブラリ。
【請求項２７】
前記ペンダント側基部分が、化合物の鏡像異性体、又は糖化合物の鏡像異性体のラセミ混
合物である、請求項１～２６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２８】
複数のペンダント側基を含み、該複数のペンダント側基が化合物の鏡像異性体又は化合物
の鏡像異性体のラセミ混合物である、請求項１６～２６のいずれか１項に記載のポリマー
、ライブラリ又はキット。
【請求項２９】
好ましくは、アフィニティクロマトグラフィ又はキラルクロマトグラフィ用である、請求
項１６～２８のいずれか１項に記載のポリマー、ライブラリ又は固体担体を含むクロマト
グラフィカラム。
【請求項３０】
請求項１６～２９のいずれか１項に記載のポリマー、ライブラリ又は固体担体又はクロマ
トグラフィカラムの使用を含む、アフィニティクロマトグラフィ又はキラルクロマトグラ
フィを実施する方法。
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